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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成30年6月14日(2018.6.14)

【公開番号】特開2017-111959(P2017-111959A)
【公開日】平成29年6月22日(2017.6.22)
【年通号数】公開・登録公報2017-023
【出願番号】特願2015-245029(P2015-245029)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｒ  31/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｒ   31/08     　　　Ｑ

【手続補正書】
【提出日】平成30年4月24日(2018.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　前記各雌型端子ＴＳ１，ＴＭ１は、導体材料からなり、この実施の形態では互いに同一
の形状をもつ。具体的に、各雌型端子ＴＳ１，ＴＭ１は、図４～図９に示されるような雌
型の電気接触部１０及びその後方に位置する圧着部１２を一体に有する。圧着部１２は、
前記各電線ＷＳ１，ＷＭ１の端末において露出する導体部分及びその後方の絶縁被覆部分
を抱き込むように圧着されるバレルを有する。圧着部１２は、当該導体部分に圧着される
ことにより、当該導体部分と雌型端子ＴＳ１，ＴＭ１との電気的導通を可能にする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　この実施の形態に係る第２コネクタＣ２は、複数の第２短絡用雌型端子ＴＳ２と、複数
の相互接続用雄型端子ＴＭ２と、第１短絡部材ＳＡと、第２短絡部材ＳＢと、第２コネク
タハウジングＨ２と、を有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　前記各端子ＴＳ２，ＴＭ２は、前記第１コネクタＣ１の各雌型端子ＴＳ１，ＴＭ１と同
様、導体材料からなる。このうち、各第２短絡用雌型端子ＴＳ２は、前記第１短絡用雌型
端子ＴＳ１と同一の形状、つまり、前記雌型の電気接触部１０とその後方に位置する前記
圧着部１２とを一体に有する形状をもつ。一方、各相互接続用雄型端子ＴＭ２は、雄型の
電気接触部１１とその後方に位置する圧着部１２とを一体に有する。前記雄型の電気接触
部１１は、前記相互接続用雌型端子ＴＭ１の前記雌型の電気接触部１０に密着状態で嵌入
されることが可能な形状を有する。当該電気接触部１０，１１は、その相互の嵌合により
、前記相互接続用雌型端子ＴＭ１と前記相互接続用雄端子ＴＭ２との電気的導通を可能に
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する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　具体的には、図１２～図１５にも示すように、前記第１短絡部材ＳＡは、単一の基部３
０Ａと、複数（この実施の形態では２本）の第１雄型端子部３１Ａと、（この実施の形態
では１本の）第２雄型端子部３２Ａとを一体に有し、同様に前記第２短絡部材ＳＢは、単
一の基部３０Ｂと、複数（この実施の形態では４本）の第１雄型端子部３１Ｂと、（この
実施の形態では１本の）第２雄型端子部３２Ｂと、を一体に有する。これらの第１及び第
２短絡部材ＳＡ，ＳＢは、後にも述べるように、それぞれ立直した姿勢で互いに前記コネ
クタ幅方向に並ぶように第２コネクタハウジングＨ２に保持される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　以上のように、この実施の形態に係る電気接続装置によれば、前記第１コネクタＣ１と
前記第２コネクタＣ２とを相互に嵌合するだけの簡単な作業で、かつ、複数種の装置を要
しないコンパクトな構造で、全ての短絡対象電線ＷＳ１，ＷＳ２を相互に短絡する短絡回
路を形成することと、相互接続対象電線ＷＭ１，ＷＭ２同士を一対一で相互に接続するこ
とと、を同時に実現することができる。
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